
第２２回 北九州地区「糖尿病及び合併症予防のための講演会」 

テーマ： みんなで正しく理解しよう「ダイアベティス」 
 

          

 

 

『令和元年国民健康･栄養調査』によると糖尿病（ダイアベティス）が強く疑われる成人が 1196 万

人いることがわかりました。我が国の糖尿病患者が増加する中で、一人でも多くの方に糖尿病につ

いての正しい知識を知っていただき、糖尿病と糖尿病による合併症を予防できるようにと講演会を

開催いたします。糖尿病の方も、そうでない方も関心のある方はどなたでもお越し下さい。 
 

プログラム 

●13：00～15：00 ＜測定・相談・展示＞ 

① 血糖自己測定支援、体重・身長測定、血圧測定  

② 医療相談 

③ 糖尿病療養指導士（北九州 CDE）による相談コーナー 

（生活相談・薬、運動、食事についての相談） 

④ 糖尿病治療や合併症に関する展示 

 

●14：30～15：30 ＜講演＞ 

福岡大学筑紫病院 内分泌・糖尿病内科 教授 小林 邦久 先生 

「糖尿病
ダイアベティス

とともにいきいき長生き」 
 

 

 

 

 

 

 

  

入場無料 

問い合せ先：社会医療法人 製鉄記念八幡病院 

 糖尿病センター 中村 宇大      TEL：093-672-3176（代表） 

日本糖尿病協会福岡県支部（九州大学第二内科糖尿病研究室内） 

TEL：092-631-0656   担当：兒島、小西      

北九州 CDE の会事務局 横溝内科クリニック   TEL：093-671-5005  

 

主催：日本糖尿病協会福岡県支部 

共催：北九州 CDE の会 

後援：岡垣町 

   福岡県糖尿病対策推進会議 

   福岡県歯科医師会 

   遠賀中間医師会 

 

日時 令和７年３月１６日（日）13：00～16：00 
会場 岡垣サンリーアイ 

   住所：遠賀郡岡垣町野間 1丁目 2番 1号 

 

小林邦久先生プロフィール 
昭和 63年九州大学医学部医学科卒業 
日本内科学会：認定内科医・総合内科専門医・指導医 
日本糖尿病学会：専門医・指導医・学術評議員 
専門領域：生活習慣病 


